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π-p弾性散乱の微分断面積測定を入射粒子運動量 2.46 GeV/ c ，運動量伝達 0.05.:::三 1t 1 三 3. 7 






計精度は，ほぼ全散乱角にわたって 3~10%の範囲であり，微分断面積が 0.02 mb/(GeV / c Y より
も小さい極小値の領域に於いても 16%である。この統計精度は同様の実験で，今迄達成できなかった
ものである。測定結果の特徴としては，散乱角前方の回折散乱による鋭い山，それに続く 1 tl = 0.7 
















のよいデータを得ている。その結果，微分断面積に従来知られている。 I t 1= 0.7 (Ge V / c)2 での谷
の他に新たに It 1= 2. 5 (Ge V / c )2 および Itl= 3.2 (GeV/c)2 に鋭い谷があることが示された。これ
はこれまでの理論的解析の延長では説明できず，新しい理論的要素の導入の必要性を示している。さ
らに本研究では狭いエネルギー区間における断面積の変動を調べ，いわゆる Ericson の揺動現象が
生じていないことを示しているo このように本論文は素粒子反応の基礎的事項について重要な知見を
与えるものであり，学位論文として価値あるものと認める。
ヴ
4
ウ
t
qδ 
